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2013.08.08 ●あの方は盛んになり（ヨーロッパ・キリスト者の集い） 

 

お元気でいらっしゃいますか？ 

7 月 31 日～8 月 4 日にフランスで開催された「第 30 回ヨーロッパ・キリスト者の集い」にて、素晴らしい交

わり、多くの主からの語りかけを受け、溢れる感謝とともにハンブルクに戻りました。大会のためにお祈りくだ

さり、ありがとうございました！ 

 

 

●あの方は盛んになり 

（イーゼンハイムの祭壇画―バプテスマのヨハネ） 

大会の前に、アルザス地方の、中世の姿をそのまま残した美しい町コルマ

ールへ行きました。メルマガ 193 号に書かせていただいた、かねてから

の念願であった、グリューネヴァルトの「イーゼンハイムの祭壇画」を見

るためです。実際に祭壇画を見た時には、深い感動を覚えました。祭壇画

の細部、色、形のすべてから福音が見え、そして聞こえてきました。 

 

それまで、十字架の右下で、バプテスマのヨハネが、「この人を見よ」と、

十字架に架かったイエス様を指し示していると思っていたのですが、そこ

に書かれていたことばは、「あの方は盛んになり、私は衰えなければなり

ません」でした。これこそバプテスマのヨハネの伝えた福音であり、今の

私に語られていることばとしかと受け止め、キリスト者の集いに臨みまし

た。 



●第 30 回ヨーロッパ・キリスト者の集い 

 

7 月 31 日～8 月 4 日にフォンテーヌブローで開催された「ヨ

ーロッパ・キリスト者の集い」（テーマ：信仰の原点を求めて）

は、欧州を始め、日本、アメリカ、東南アジア、アフリカなど

から約 290 名が集まり、第３０回を記念する、素晴らしい大

会となりました。 

 

【ユーオーディア】今回の大会では、パリ教会（当時集会）

の受洗第一号者であるヴァイオリンの蜷川いづみさん、デュッ

セルドルフで信仰に導かれたクラリネットの柳瀬洋さんら、２

６年前に結成された「ユーオーディア・アンサンブル」の６名

の方々が、開会礼拝、コンサート、賛美の夕べ、閉会礼拝で奉

仕されるという、音楽的に大変素晴らしい修養会となりました。 

 

【メッセージ】各講和で語られた先生方の深いメッセージ

を通して、多くのことを語りかけられ、教えられました。特に

印象に残ったのは、プレ大会の「本大会に向けて霊性を高める」

セミナーで、ウィーンの高木攻一師が語られたヨブ記 38 章か

らのメッセージでした。何と、先生は、メッセージ原稿をウィ

ーンのお宅に置いて来てしまわれたのです！しかし、祈り、主

に委ね、原稿なしで自由に語られたメッセージは、聖霊に導か

れ、聖霊がお語りになったメッセージだと思いました。主が「あ

らしの中からヨブに答えて仰せられた」（38 章 1 節）ことば

が私の心にも響き渡り、偉大なる神の前にひれ伏す時でした。 

  

【賛美のこころ】私は、木、金の分科会にて、詩篇 50 篇、

51 篇のつながりから、「賛美のこころ」を解説、リードさせ

ていただきました。このふたつの詩篇から、ただひとり、私た

ちの罪を赦してくださる神の義とあわれみ、その偉大さに触れ、

この神が、赦された者たちの口に賛美を授けてくださることを

学びました。ここに私たちの礼拝と賛美の原点を見ることがで

きます。秋の日本での賛美セミナーでも、ここから神に喜ばれ

る賛美のあり方をお分かちする予定でいます。 



【鳥のうた】土曜夜の「賛美の夕べ」では、賛美チーム+

ユーオーディアの皆さんとの合唱・合奏賛美、そして私は、

証しと、ユーオーディアの井上とも子さん（彼女は牧師でも

ある）のチェロ、柳瀬佐和子さんのピアノと、カタルーニャ

民謡（クリスマス・キャロル）の「鳥のうた」を賛美させて

いただきました。 

 

「鳥のうた」の起源は、ルネッサンス期、1450～1599 頃

にさかのぼると言われています。この曲は14番まであって、

何と 32 種類（雀、かけす、ナイチンゲール、つぐみ、べに

ひわ etc）の鳥がベツレヘムでお生まれになった御子イエス

様をほめたたえています。 

 

フランコ政権に真っ向から反対して亡命した、カタルーニャ

のチェロの巨匠パブロ・カザルスが、ニューヨーク国連本部

のコンサートで、世界平和を訴えながら、「カタルーニャで

は、鳥がピース、ピースと言って鳴くのです」と言って演奏

した「鳥のうた」は、世界中の人々に深い感動を与えました。 

 

2 番の歌詞では、つぐみがこう歌っています。 

～死は勝利にのまれた。だって、私のいのち
・ ・ ・

である方がお生

まれになったのだから～ 

 

イエス様は、ご自身のいのち
・ ・ ・

である尊い血を流して、神へのなだめの供え物となり、私たちに神との平和（和解）を

与えてくださいました。今日も明日も、日々自我を十字架につけ、イエス・キリストのいのち
・ ・ ・

に生きること、これこ

そ、イーゼンハイムの祭壇画のバプテスマのヨハネのことば、「あの方は盛んになり、私は衰えなければなりません」

の生き方であり、今年の大会テーマとなった「信仰の原点を求める」歩みだと思っています。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

♪賛美セミナー♪ 

賛美セミナーのパンフレット、募集要項は、8 月下旬～9 月上旬に、ニュースレターを郵便で受け取られている方に

は郵送で、メールで受け取られている方には、添付ファイルでお届けいたします。皆様の参加を心よりお待ちしてい

ます。前回のメルマガでもお伝えしましたように、セミナーの日時、会場は以下の通りです。 

 
大阪： 2013 年 11月 4 日（月・休日）/10:00~17:00 /北浜スクエア （ＶＩＰ関西センター9Ｆ）    

大阪市中央区北浜２-３-１０ 

 

東京： 2013 年 11月 9 日（土）/10:00~17:00 /ぶどうの樹キリスト教会  

東京都新宿区山栄町 17-14 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

9 月中旬の日本行きまで、もうあと一か月余りと 

なりました。どうぞ秋のコンサート・セミナーの 

準備のために祈りください。 

 

皆様の上に主の溢れる恵みがありますように！ 

 

Atsuko Kudo 


